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播種作業
（左上からブロッコリー、水稲、大豆、子実用とうもろこし）

5 区　広嶋 浩一氏 19区　山田 和夫氏

18区　林　 哲次氏 30区　三上 守親氏

6
No.376
2025ながぬま

広げよう強いきずな　築こう強い組合　～いのちを育てる協同の力～



　

４
月
28
日
、
長
沼

町
地
域
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
協
議
会
の
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
収

益
力
向
上
、
生
産
基

盤
の
強
化
に
向
け
、

地
域
の
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
て
、畜
産
・

酪
農
が
持
続
・
発
展

を
目
指
し
、
各
種
対

策
・
事
業
の
活
用
を

図
り
な
が
ら
計
画
の

達
成
に
向
け
て
取
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
令
和

６
年
度
事
業
報
告
・

令
和
７
年
度
事
業
計

画
・
役
員
改
選
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
28
日
、
長
沼
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
の
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
円
滑
な

推
進
の
た
め
、
行
政
と
農
業
団
体
等
の
連
携
、
戦
略

作
物
の
生
産
振
興
や
地
域
農
業
の
振
興
等
を
目
的
と

し
て
お
り
、
主
な
事
業
は
制
度
の
内
容
周
知
や
申
請

支
援
を
は
じ
め
、
米
の
「
生
産
の
目
安
」
に
お
け
る

ル
ー
ル
設
定
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決

算
、
活
用
内
容
や
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支

予
算
等
に
つ
い
て
協
議
し

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
に
お
け
る
産

地
交
付
金
は
、
水
田
農
業

経
営
の
課
題
に
対
応
し
、

収
益
力
向
上
に
資
す
る
取

り
組
み
に
対
し
支
援
す
る

内
容
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
に
お
い
て

も
、
北
海
道
農
政
事
務
所

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
経
営
所
得
安
定
対
策

等
の
内
容
周
知
及
び
申
請

支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

長
沼
町
地
域
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

通
常
総
会
開
催

長
沼
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会

通
常
総
会
開
催

5
月
12
日
に
会
員
11
名
が
参
加
の
下
、
育
苗
現
地

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
早
勢
専
門
普
及
指
導
員
を
講
師
に

迎
え
、
育
苗
管
理
や
移
植
時
の
注
意
点
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
、
会
員
同
士
に
よ
る
意
見
交
換
や
情
報
共

有
も
す
る
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

米
作
研
究
会

育
苗
現
地
研
修
会
開
催

第45回空知スプリングショウ開催

グランド・チャンピオン／
シニア・チャンピオン
廣田牧場
「ワイドビュー 
　　　マグネット
 マーレン」

リザーブ・インターミディ
エイト・チャンピオン
宇都宮牧場
「センーミヤラムダ 
 カモミール」

　5月1日、長沼町農村広場においてホルスタイン牛の品質向上を目的とした品評会「第
45回空知スプリングショウ」が開催されました。この大会では空知管内より32頭、管
外を含めますと50頭の乳牛が集まり、日頃の飼養管理により、優美性、乳用性を発揮
し、月齢別の比較審査を受けました。
　グランド・チャンピオン／シニア・チャンピオンには当JAの廣田牧場「ワイドビュー 
マグネット マーレン」が選ばれました。
　リザーブ・インターミディエイト・チャンピオンには当JAの宇都宮牧場「センーミヤ
ラムダ カモミール」が選ばれました。
　審査員はSTジャパン株式会社参与の高橋忠司氏が務めました。
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お詫びと訂正

　 5月号13ページに掲載致しました令和 7年度第 1回農業用廃プラスチックの回収に

ついて、農業用廃プラスチック類の苗箱を回収できない物として表記しておりましたが、

正しくは 農業用廃プラスチック類として回収できます ので訂正となることをお詫び申し

上げます。尚、農業用廃プラスチック類の受入日程で搬出されますようお願い申し上げます。

お問合せ先　営農部　営農企画課　TEL 0123-88-2226

６月17日～８月23日頃まで

　

５
月
１
日
に
町
内
４
か
所
に
お
い
て
生
産
者
39
名

が
参
加
の
も
と
、
本
年
最
初
の
水
稲
現
地
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
の
早
勢
専
門
普
及
指
導
員
、
Ｊ
Ａ

な
が
ぬ
ま
の
村
井
営
農
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
講
師
に

迎
え
、
育
苗
や
管
理
、
移
植
時
の
注
意
点
等
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
生
産
者
か
ら
も
多
く
の
質

問
・
意
見
が
出
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

な
が
ぬ
ま
ク
リ
ー
ン
ラ
イ
ス
生
産
協
議
会

水
稲
育
苗
現
地
研
修
会
開
催

地 区 相 談 員  ご 紹 介

11・12・14・23・24・26・28・29・31区
金融部　経営相談課係長

三 上　宗 佐

3・5・7・8・9・15・16・19区
金融部　経営相談課長

松 本　亮 介

1・2・4・6・10・17・25・30・北市区
金融部　経営相談課

髙 田　久 士

技術コンサルタント

樫 田　千 代 司

13・18・20・21・22・27・市街区
金融部　次長(経営相談担当)

氏 家　真 吾 　

5
月
7
日
に
な
が
ぬ
ま
農
協
年
金
友
の
会
観
桜
会

を
な
が
ぬ
ま
温
泉
ひ
つ
じ
の
旅
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
38
名
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
味
わ
い
な
が
ら

親
睦
を
深
め
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

な
が
ぬ
ま
農
協
年
金
友
の
会　

観
桜
会

な
が
ぬ
ま
温
泉 

ひ
つ
じ
の
旅
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─ 令和７年度  長沼町実証展示ほ・試験ほ等一覧 ─ ─ 令和７年度  長沼町実証展示ほ・試験ほ等一覧 ─

対象作物 設置主体 試験・実証ほ
課題名 試験・実証内容 協力組合員

氏　　　名
行政
区 供試資剤（材）　等

水稲
試験場
普及センター
JA

水稲優良品種
決定現地試験

試験系統の現地適応性
について検討する。 東山　哲智 25

試験系統：「上育485号」
　　　　「北海343号」
対照品種：「ふっくりんこ」
　　　　　「そらきらり」
標準品種：「ななつぼし」

水稲 普及センター
JA

水稲乾田直播
栽培実態調査

水稲乾田直播栽培の実
態調査を行い、データ
を蓄積するとともに、
長沼町に適した水稲乾
田直播栽培技術を検討
する。

「えみまる」： 10区桃野氏、15区
　　　　　 谷口氏、24区藤波氏、
　　　　　 25区山口氏
「ななつぼし」：25区東山氏
「そらゆたか」：24区水岡氏

水稲 普及センター
水稲湛水直播
栽培(ドローン
散播)実態調査

ドローン散播の地域適
応性について検討する。成田　正夫 28 対照区　点播機は種（23区出口氏）

品種「えみまる」

水稲 普及センター
「そらきらり」
の収穫時期の
検討

収穫適期判定の難しい
「そらきらり」の収穫時
期について検討する。

柴田　佳夫
保井　和博
石尾　大介

24
21
12

収穫時期を2～3時期に分けて収
穫し、整粒歩合を確認する。

水稲 JA
(施防協試験)

亜リン酸入り肥
料の効果確認

亜リン酸入り肥料(側
条施肥)の水稲生育、収
量への効果を確認する

東山　哲智 25 実証区：亜リン酸入り化成400
慣行区：農家慣行肥料

水稲 JA(施防協)

水田新規初中
期一発処理除
草剤の効果確
認(移植)

新規初中期一発剤によ
る草種別での効果を確
認する

矢田　和征 3 実証区　ラオウ1キロ粒剤
対照区　レオゼータ1キロ粒剤

水稲 JA(施防協)

水田新規初中
期一発処理除
草剤の効果確
認(移植)

新規初中期一発剤によ
る草種別での効果を確
認する

安居　　忍 3

実証区1　ゼアスジャンボ
実証区2　センメツZ200FG
実証区3　ハヤドリフロアブル
慣行区　　サキガケ楽粒

水稲 JA(施防協)

水田新規初中
期一発処理除
草剤の効果確
認(移植)

新規初中期一発剤によ
る草種別での効果を確
認する

尾崎　裕司 21 実証区　カチドキZ楽粒
対照区　先陣200FG+中期剤

水稲 JA
(メーカー依頼)

水田新規初中
期一発処理除
草剤の効果確
認(移植)

新 規初中期一発剤
(1ha以上区画にて水
口処理)による草種別
での効果を確認する

水岡　　忍 24 実証1区　ゼアス顆粒（水口処理）
慣行区　ゼータープラス200FG

秋小麦
試験場
普及センター
JA

秋まき小麦品
種比較試験

秋まき小麦の優良系統
の現地適応性を検討す
る。

氏家　孝大 9 試験系統：「北見102号」
慣行品種：「ゆめちから」

対象作物 設置主体 試験・実証ほ
課題名 試験・実証内容 協力組合員

氏　　　名
行政
区 供試資剤（材）　等

秋小麦 JA
普及センター

秋まき小麦「き
たほなみR」実
規模試験

新品種候補系統の栽培
特性を把握するととも
に、実需者の評価を確
認することで優良品種
認定を判断する

畠　雄二 18 試験系統：「きたほなみR（北見99号）」
慣行品種：「きたほなみ」

秋小麦 JA(施防協) サイクルシリー
ズの効果確認

国内資源の有効活用お
よび環境負荷軽減に向
け、堆肥を原料とした
BB肥料施用による生
育・収量に対する効果
を確認する。

木村　農場 16
実証区1（基肥）　YB麦009　
実証区2（起生期追肥）　
　　　　　　　　あぐりNK20

大豆
試験場
普及センター
JA

大豆優良品種
決定現地調査

大豆の優良系統の現地
適応性を検討する。 保井　和博 21 試験系統：「十育281号」

慣行品種：「いわいくろ」

大豆 JA(施防協)
バイオスティ
ミュラント資
材の効果確認

バイオスティミュラン
ト施用による生育・収
量への効果を確認する

三好　忠和 31 実証区　ケアレスP

大豆 JA
(メーカー依頼)

大豆一年生雑草
に対する除草剤
の効果確認

既存剤の併用による一
年生雑草に対する効果
を確認する

中川　修吉 16 実証区　ディアルゴールド（100㎖
/10a）+フルミオWDG（10g/10a）

トマト 普及センター

熱線吸収型遮
光資材｢ネオ
シェード｣の効
果確認

白色で視認性が良く、
耐久年数が長い、｢ネオ
シェード｣の効果を確
認する。

秋葉　信勝
尾崎　裕司

18

21

実証区　ネオシェード
慣行区　農家慣行資材

トマト 普及センター

Uターン仕立て
における栽植
密度低減によ
る収穫作業効
率の向上確認

株間を広げ、栽植密度
を低減させることで、
収穫効率・受光体勢を
改善させられるのかを
確認する。

間島　康介 29 実証区　株間50cm　株間55cm
慣行区　株間45cm

トマト JA 炭酸ガス施用
効果確認

トマトのハウス閉鎖期
（春期）における二酸化
炭素供給資材を施用し
た生育促進効果を確認
する。

間島　康介 29 実証区　ハウス140坪1棟
慣行区　ハウス140坪1棟

ブロッコ
リー JA

有機混用肥料
の施用効果確
認

有機混用肥料（アズミ
ン、カルシウム、微量要
素成分）の施用による
肥効効果を確認する。

信田　祐一 3 実証区　10a
慣行区　10a
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「秋小麦栽培」のポイント 「水稲栽培」のポイント
今年（平年）の生育期節（きたほなみ）
幼形期　4/27 （4/27）　　  　止葉期　5/21（5/21）
出穂始　5/29頃（5/27）　　出穂期　5/31頃（5/29）
　今年の出穂は、平年よりやや遅い。
　今年の止葉期は、平年より並からやや早い。

１．病害虫防除
⑴赤かび病
　低温年に発生が多く、開花期以降に最も感染しやすく
　なり、降雨や曇雨天傾向で発病を助長する。
１回目防除は開花始に必ず防除し、その後７日間隔で２回防除を実施する。
　多雨で登熟期中に雑菌が多発する条件では４回目の臨機防除を実施する。
　※赤かび病(ＤＯＮ濃度低減)の防除体系例(栽培基準掲載)
　１回目　開花始期 （6/4～6）　　プロラインフロアブル　 　（2000倍）
　２回目　１回目散布後７日後　　ベフトップジンフロアブル （800倍）
　３回目　２回目散布後７日後　　ミラビスフロアブル　 　　（1500倍）
　　※ミラビスフロアブルは小麦の黒変症状を抑制する効果も高い
　４回目　降雨が多い年（臨機防除）　 シルバキュアフロアブル（2000倍）

⑵ムギクロハモグリバエ、アブラムシ対策
　 　ムギクロハモグリバエ、アブラムシ等の害虫が見られる場合は、赤かび病
防除時にエルサン乳剤（1,000倍）又はゲットアウトWDG（3,000倍）等を
赤か病防除時に混用する。

⑶「コムギなまぐさ黒穂病」の発生確認(7月上旬)
　※確認方法
　 　出穂期以降に、圃場外周(特に、取り付け入り口部分)を見回り、続いて圃場
内部にて、健全な小麦と比べ以下の点を注意して確認する。

　ア　草丈が短い茎、小穂の並びが乱れ、穂の表面か黒くないか?
　イ　小穂の並びが乱れている粒を割ると生臭い、黒い胞子が詰まっていないか?

２．出穂期の追肥など
　低タンパク（9.7%未満）が懸念されるほ場は、尿素1～2%の葉面散布（水1000㍑に尿素10～20kg）
を3回程度、赤かび防除等と同時散布処理をする。なお、気温が20℃以上予想される場合は、尿素1%で午
後3時以降の夕方処理とする（葉ヤケ防止）。
注1「きたほなみ」　出穂期止葉直下葉の葉色値（SPAD）50以上では行わない
注2「ゆめちから」　泥炭土を除き、出穂期止葉直下葉の葉色値45未満は、開花後葉面散布する

１．水管理
⑴浅水管理で分げつ促進
　 　分げつの適水温は16～30℃と幅は広いものの、
23℃程度が最も適するとされています。活着後の
水管理は、日照のある日は極力浅水にし、水温を
上昇させて分げつの発生を促しましょう(分げつ始
平年6/5)。
　 　低温の日や強風の日は、深水にして稲を保温・
保護することが大切です。

⑵中干しは幼穂形成期前までの好天日に
　 　透排水性不良田や稲わらの春すき込みほ場水温、地温が20℃を超えてくると有機物の分解が進み、
土壌中の酸素不足による還元(わき)が発生し生育を停滞させます。「わき」の発生程度に応じた対策を
実施して下さい。

表　ワキの発生程度とその対策

わきの程度 対　策

軽 「ブクブク」という程度
または白根が30％以上ある

・暗きょ排水口の開放
・水の入れ替え

中～強 「ジュージュー」わき、強い異臭がする
または赤い根が70％以上の場合

・好天日に落水、溝切り
・連続した高温日に５日程度中干し

⑶幼穂形成期を確認したら水深10cm
　 　成苗ポット移植では6月下旬から7月早々に幼穂形成期に入ります。
幼穂形成期を確認したら水深を10cm程度とし幼穂を保温しましょう。
(幼穂形成期　平年7/1)

２．育苗床は緑肥で土づくり
　育苗終了した苗床は、次年度の健苗育成へ「エン麦」などの緑肥をは
種し、床土の培養を図りましょう。
　長年置き床施肥した苗床では、リン酸が過剰（基準20～40mg/100g）
に蓄積しています。土壌診断を行って改善を図りましょう。

図1  かんがい水の水深と水温（北農試）

図2  幼穂の確認

写真 リン酸過剰症図3  令和6年水稲育苗床の有効態リン酸状況

6～7月の6～7月の

発病穂

穂が
出きっていない

開花始 開花期

2%
8%

18%

（mg/100g）

■ 

■ 

■ 

■

■
28%

44%

■ 20未満

■ 20～40

■ 40～75

■ 75～100

■ 100以上
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6～7月の

「大豆栽培」のポイント
３．病害虫防除

⑴アブラムシ（わいか病）
　 　発病株は早期に抜き取り、ほ場周辺のクローバ類等の伝染源も除去する。
　 　クルーザーMAXXの防除効果は、は種後約1ヶ月であるため、は種後3～4週間後アブラムシ防除
を6月中旬に防除する。特に、クローバが隣接しているほ場は必ず防除する。

⑵ツメクサガ
　 　発生は7月中～下旬頃と9月中～下旬頃である。大豆では開花期～莢伸長期での食害が激しいと収
量に影響する。開花始頃に発生を把握し防除を行う。

主な防除薬剤

農　薬　名 希釈倍率 RACコード 効果の発現 残効性
害虫名

アブラムシ ツメクサガ

バイスロイド乳剤 2000倍 3A 速 長 ◎

ゲットアウトWDG 3000倍 3A 速 中 ◎

モスピランSL液剤 4000倍 4A 中 長 ◎

エルサン乳剤 1000倍 1B 速 短 ○ ◎

トクチオン乳剤 1000倍 1B 中 中 ○ ◎

※効果の発現、残効性等の記述は、「くみあい農作物病害虫・雑草防除ガイド」を参考とした

⑶べと病
　 1 ）発病は密植で風通しの悪いところや、茎葉が過繁茂になり湿気が高いときに多い。
　 2）生育初期に感染したり多発した場合は、収量・品質が低下する。
　 3）被害茎葉をほ場に残さない。抵抗性品種を利用し、発病が見られたら薬剤散布を行う。
　 4） 前年べと病が発生したほ場又は隣接ほ場は、6月中下旬にグリーンペンコゼブ水和剤等を必ず実

施する。「トヨムスメ」は要注意。

⑷茎疫病
　 1 ）水田転換畑で発生し易い土壌伝染性病害、過去に発生あるほ場では要注意。
　 2）多湿条件で発生が多く、灌水や冠水は発病を助長する。
　 3）土壌pHが低いと発生しやすい。土壌診断によりpH確認しpH6～6.5に酸度矯正する。
　 4） 輪作を行い罹病残渣をほ場に残さない。ほ場の排水をよくする。発病の兆候が見られたら地際

部を中心に薬剤散布を行う。

１．根粒着生を確認（開花肥追肥の準備）
　６月下旬から７月上旬に根粒菌着生を確認し、開花始～期（７月20日頃）の追肥の準備をする。

表　6月下旬から7月上旬の根粒菌着生による開花期の窒素追肥の目安

根粒菌着生程度 着生数 窒素追肥量 硫安の場合

標準～多 20個以上 5kg/10a 20kg/10a

無～少 0～20個未満 10kg/10a 50kg/10a
※倒伏の恐れがある場合は、追肥は避ける

２．雑草対策（除草剤処理）
草種に応じた、除草剤を選択し適応雑草葉令内で処理する。

⑴１年生イネ科雑草（大豆２～６葉期　７月中旬まで）処理
　 　使用時期は主に１年生イネ科雑草３～５葉である。イネ科対象除草剤のうちスズメノカタビラへの
効果が異なるので各農薬の特性を確認する。

⑵広葉雑草（大豆バサグラン液剤の使用）　　
　　使用量・時期：100～150mℓ／10a　大豆２葉期～開花前（雑草の生育初期～６葉期まで）　

⑶中耕と畦間・株間散布処理（6月下旬以降から収穫前基準日前まで）
　 　特に雑草が発生しやすいほ場では、中耕作業直後に除草剤の畦間･株間散布や、中耕と同時に除草剤
散布し、発生が遅い雑草を抑える。

主な除草剤

除　草　剤　名 イネ科
雑草

広葉
雑草

使用時期
収穫前 備　考

トレファノサイド乳剤 ◎ ○ 45日 中耕直後、雑草発生前処理

ナブ乳剤 ◎ × 30日 スズメノカタビラには効果が劣る

ポルトフロアブル ◎ × 30日 スズメノカタビラには効果が劣る

セレクト乳剤 ◎ × 50日 スズメノカタビラ３～５葉期

大豆バサグラン液剤 × ◎ 45日 シロザ発生多い場合は、畦間処理を組合わせる

ロロックス水和剤 △ ◎ 30日 畦間・株間散布(大豆本葉５葉期以降)

パワーガイザー液剤 △ ◎ 30日 畦間・株間散布(雑草発生揃～２葉期)

バスタ液剤 ◎ ◎ 28日 畦間・株間散布(雑草発生期)

※畦間・株間散布処理の注意事項
　① 飛散防止装置を装着し、作物にかからないように畦間、株間に精度良く散布する。
　② 作物に飛散すると付着した部分に薬害を生じる。
　③ 大豆間作小麦栽培予定の場合「ポルトフロアブル」は7月10日までに使用する。
　④ 大豆間作小麦栽培予定の場合「パワーガイザー液剤」は6月下旬までに使用する。
※その他使用方法や注意事項は、「令和7年度  栽培基準」P29～30を参照

主な防除薬剤

病害名 農　　　薬　　　名 効果の発現

べと病 グリーンペンコゼブ水和剤　　ライメイフロアブル 予　防

茎疫病 ブリザード水和剤 予防・治療

べと病
茎疫病

リドミルゴールドＭＺ　レーバスフロアブル
プロポーズ顆粒水和剤　フェスティバルＣ水和剤 予防・治療
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正職員
男 性 52名
女 性 20名
計 72名

北海道農業協同組合中央会
●㈱FAMO長沼12名（生産施設）
※㈱FAMO長沼　6名（業務請負）

管理部長

(経営相談担当)

常  勤  監  事 常 務 理 事 〇細川　秀樹
人範村山徹﨑岩

人員配置図
（令和７年６月１日現在）

代表理事組合長
柴田　　佳夫

専 務 理 事

（信用担当）

（兼）堀川　晶 （兼）安藤聡志

企画会議

石尾 大介 内部監査室長
仁和　貴也

長部融金長部材資
寛屋大幸和澤冨

内部監査室長兼務

大和田　健

長次部理管長次部融金トンタルサンコ術技

吾真家氏司代千田樫
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株 式 会 社  F
フ ァ モ

A M O 長 沼  業 務 機 構 図

株主総会

取締役会

代表取締役社長
柴田　佳夫

取締役
石尾　大介

統括部長
△美馬　　透

農業機械課
課 長
部長（兼）

農機具整備係長
○佐藤　政愼

△萬木　　哲

車輌販売課
課 長

○高倉　　豪

車輌整備課
課 長
部長（兼）

車輛整備係長
○立花　敬大
○坂下　尚弘

フロント係長
○安保　　亮

車輛整備主任
○松平　利樹
○小坂　恭平

○本間　敦史
○加藤　　陸
△池内　　修
△古川　　哲
△若月　建志
△清水　　明
△白川　慎二

経理係
△青木　宏恵
△鰐渕紗奈江

給油所
所 長

○菊川　史明

給油所
給油所主任
○東郷　真也

○佐々木大知
○萬木　章也

業務課
課 長

○尾西　宏徳

業務係長
○古澤　　勇

○三澤　真弥
△前田　正述
△小笠原　豊
△久保木辰巳
△今井　　歩

総務係
○大関　千花
△田村　　恵

生産施設管理課
課 長

○向　　亮司

生産施設管理係長
○堀内　宏輝
○上垣　祐二
○難波　   力

リーダー
○山本　裕之
○横岡　和雄
○佐藤　   学
○三上　友基

△西尾　孝太

副店長
△田中　哲也

○池内麻里菜
△笹嶋　昭久
△細川　美幸
△浅沼　　彰

総務請負課
課 長

（兼）安藤　健

地域農業
再生協議会
○浦波　早紀

長沼町酪農　　　
ヘルパー組合
○山谷　健太

営農資材
△山本　武徳
△保浦　和直

舞鶴事業所
△美馬　祐美

燃料センター

部 長
○西田　友和

Aコープ長沼店

店舗部長
○佐々木研次

総務請負

部 長
統括部長（兼）

子会社経営協議会
（全役員17名）

令和7年6月1日

代表監査役　三好　忠和
監 査 役　岩﨑　　徹
監　査　役　上野　浩幸

内訳
機械
センター

燃料
センター Aコープ 総務請負

男 女 男 女 男 女 男 女
○印  正社員 31 10 0 8 1 1 1 9 1
△印  準社員 22 7 2 4 1 3 1 3 1
合 計 53 19　 14 6 14

機械センター

部 長
○多田　英明

機械センター

審 査 役
△平井　　仁

業 務 体 制 整 備 に 係 る 発 令

人 事 異 動 職 員

（令和7年6月1日付）
波　川　浩　己 参事
 （営農部長）

大　和　田　健 管理部長
 （内部監査室長兼管理部長）

仁　和　貴　也 内部監査室長兼管理部次長
 （管理部次長）

今　村　大　樹 営農部長
 （営農部次長）

山　本　大　介 青果部長
 （販売部次長（園芸蔬菜担当））

清　水　大　地 青果部青果課長
 （販売部園芸蔬菜課園芸蔬菜課長）

鰐　渕　陽　祐 青果部青果課青果係長
 （販売部園芸蔬菜課園芸蔬菜係長）

北　川　絢　伍 青果部青果課青果係
 （販売部園芸蔬菜課園芸蔬菜係）

八　巻　恭　大 青果部青果課青果係
 （販売部園芸蔬菜課園芸蔬菜係）

谷　口　公　一 青果部青果課青果係
 （販売部園芸蔬菜課園芸蔬菜係）

舟　橋　皓　平 青果部青果課青果係
 （販売部園芸蔬菜課園芸蔬菜係）

古　市　竜　樹 青果部青果課青果係
 （販売部園芸蔬菜課園芸蔬菜係）

松　本　崚　平 青果部青果課青果係
 （販売部園芸蔬菜課園芸蔬菜係）

折　口　由　紀 青果部青果課青果係
 （販売部園芸蔬菜課園芸蔬菜係）

森　本　純　菜 青果部青果課青果係
 （販売部園芸蔬菜課園芸蔬菜係）

業務体制の変更について
　近年、JA運営を取り巻く環境は大きく変化しており、組織としては経営管理の高度化や経営
統制の強化を通じて持続可能な経営基盤の確立が求められています。こうした背景を踏まえて当
JAでは必要な体制整備を図り、各事業の執行に対する信頼性を高め健全な経営体制を確立すべ
く新たに参事職を設置いたしました。販売を主に近年事業拡大が進んでいるなか、これまで以上
の農協経営の実現に努めてまいります。

　また、組合員の皆さまからの販売力強化に対する期待は高く、本年策定した農業振興計画でも
100億円を超える販売高を計画しております。組合員所得の増大を持続していくためには、中長
期での動向予測、新たな販売手法の導入、新規作物の導入判断など長期的な展望による判断が必
要であり適格かつ迅速な対応が必要となります。

　今般、販売事業の向上をさらに加速化させることを目的として、販売部から園芸蔬菜部門を独
立させ新たに青果部を設置いたしました。両部が連携し組合員の皆さまのご期待に応えられる販
売体制の確立に向けて一層努力してまいります。
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JAながぬま　金融部　共済課
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JAながぬま　金融部　共済課
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令和8年度 JAながぬま職員採用募集要綱
１．応募資格　　 専門学校・短大・大学・大学院卒業見込または既卒者（概ね

30歳まで）で、身体・精神共に健康であること（普通自動車免
許取得必須）

２．募集人員　　７名程度

３．受付方法　　ホームページよりエントリー（マイナビ）　
　　　　　　　　http://www.ja-naganuma.or.jp/recruit/

４．受付期限　　定員まで随時受付　

５．提出書類　　エントリーシート（履歴書）・成績証明書・卒業見込証明書

６．提 出 先　　〒069-1393　夕張郡長沼町銀座北1丁目5番19号
　　　　　　　　ながぬま農業協同組合 管理部 管理課　宛
　　　　　　　　E-mail　saiyou@ja-naganuma.or.jp

７．選考方法　　書類選考 ・ 筆記試験（学力・適正・作文） ・ 面接試験

８．試験日程　　都度お知らせします
　　　　　　　　試験会場：ながぬま農業協同組合　会議室

９．待　　遇　　１）身　　分　　3ヶ月の試用期間後、採用の決定
　　　　　　　　２）基 本 給　　当JAの規程による
　　　　　　　　３）諸 手 当　　 賞与（年2回）、住宅手当、通勤手当、家族手当、

時間外手当
　　　　　　　　４）採用職種　　 管理部門、信用部門、共済部門、営農部門、

資材部門、販売部門（米穀畜産、園芸蔬菜）
　　　　　　　　５）就業場所　　本所事務所、支所、事業所（長沼町内）
　　　　　　　　６）勤務時間　　① 8：15～17：00　（4月～10月）
　　　　　　　　　　　　　　　　② 9：00～17：00　（11月～3月）
　　　　　　　　　　　　　　　　※配属部門によっては変動勤務あり
　　　　　　　　７）休　　日　　週休二日
　　　　　　　　　　　　　　　　祝日、年末年始（12月31日～1月5日）
　　　　　　　　　　　　　　　　※配属部門によってはシフト制
　　　　　　　　８）福利厚生　　社会保険全般、退職金制度、再雇用制度あり

お問い合わせは、管理部 管理課 
Te l 0123-88-2223　E-mai l  sa iyou@ja-naganuma.ore . jp

資材センターより
お知らせ

　本年度、ケット水分計の検定を希望
される方は6月21日（土）まで、資材セ
ンターにご持参願います。
　なお、検定料は1台につき2,200円
（税込）となりますが、交換部品があっ
た場合は別途料金を頂戴いたします。

水分計の検定について

お問い合わせ
ながぬま農協資材センター
TEL 8 8 - 2 3 0 7

ＪＡへの就職希望者１００%就職（令和６年度実績）

令和7年度より
通学制開始

ＪＡグループ職員養成校

●定員４０名　●男女共学　●１カ年　●寮完備（個室）　●通学制
● 受験資格 ： 満２７歳未満（令和７年４月１日現在）/大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び
見込、高校卒及び見込
●試験日 ： ９月２０日（土）　●願書受付 ： ７月１１日（金）～８月２９日（金）消印有効
●オープンキャンパス随時開催中

一般財団法人北海道農業協同組合学校
〒069‐0834 江別市文京台東町43‐1 ☎0120‐918‐417 【ＪＡカレッジ】で 検索

令和８年度入学生第１回募集
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理事会報告－第6回－ 農協の動き　4/8～5/20

JAながぬま 広報誌
〒069-1393
夕張郡長沼町銀座北1丁目5番19号
発行／ながぬま農業協同組合営農部営農企画課
TEL 0123-88-2226　FAX 0123-88-4113
URL http://www.ja-naganuma.or.jp

2025年6月号 No.376

８日 水稲種子消毒廃液回収 於 麦バラ施設構内
10日 アスパラ共選場操業開始 於 共 選 場
10日 麦・大豆生産流通協議会　現地研修会（町内4カ所） 於 生産者圃場
10日 南空知地区危険物安全協会総会 於 町 内
23日 子実用とうもろこし研究会　現地研修会 於 生産者圃場
24日 無通告監査（常勤監事・内部監査室） 於 子 会 社
28日 長沼町地域農業再生協議会総会 於 農 協
28日 長沼町地域畜産クラスター協議会総会 於 農 協
30日 職員退職辞令交付 於 農 協
30日 空知管内農協専務会議 於 岩 見 沢 市

１日 FAMO長沼採用辞令交付 於 農 協
１日 ながぬまクリーンライス生産協議会 水稲現地研修会（町内4カ所） 於 生産者圃場
２日 空知管内農協組合長会議 於 岩 見 沢 市
７日 年金友の会　観桜会 於 ながぬま温泉
13日 食料の安全保障の強化等中央要請 於 東 京 都
15日 南空知JA常参総会議 於 岩 見 沢 市
19日 空知管内農協組合長会議・地区別組合長会議 於 岩 見 沢 市
20日 監事会 於 農 協
20日 理事会 於 農 協

組 合 員 1,494名（±０）
正 組 合 員 777名（±０）
准 組 合 員 717名（±０）
正組合員戸数 590戸（±０）

※括弧内は前月比

今月の組合員数

《令和７年５月20日開催》

［ 議案 ］
議案第１号　 信用事業方法書の一部

改正について
議案第２号　 令和７年度理事に対するク

ミカン貸越極度額について
議案第３号　 令和７年度理事に対す

る共済・貯金担保貸付
の包括承認について

議案第４号　 役員と組合の取引基準について
議案第５号　 「自己資本比率算出要領」

の一部改正について
議案第６号　 「経理規程」の一部改正について
議案第７号　 固定資産の取得について
議案第８号　 行政庁に提出する業務報告書

及び連結業務報告書について
議案第９号　 参事の選任について

［ 報告事項 ］
１． 会議・行事報告について
２． 組合員の加入及び脱退の状況について
３． 農産物生育・作業進捗状況について
４． 長沼町地域農業再生協議会報告について
５． 令和７年産米「生産の目安」の調整について
６． 令和８年度グリーン・ツーリズム事業について
７． 農産物出荷契約の取進めについて
８． 令和６年度北海道米（うるち米）
啓発普及事業報告について

９．JAバンク経営戦略シートの策定について
10． 令和７年度余裕金の運用について
11．内部監査報告（子会社現金実査）について
12． JA財務モニタリング（令和６事
業年度末基準）の報告について

13． その他

　以上、すべての議案について審議し
原案どおり承認されました。

4
月

5
月
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